




































































































































































































































































































































































































































試料No． Rb分率Sr分率Zr分率Mn×100／FeLo9（Fe／K）候補1 確率 距離 候補2 確率 距離
AKS1－00145．028913．180022．20883．5872 0．1933赤石山系 0．994610．4763上士幌・美蔓系A α012092
AHS1－00151．91505．697820．02014．4971 0．1895十勝石沢系 1．000049454赤石山系 0．0076．74
AHH1－00146．43878．018322．48373．6844 0．2111赤石山系 1．000011．6689十勝石沢系 0．0044．62
AHH1－00245．698910．523724．37263．4390 0．2089赤石山系 1．00003．9132上士幌・美蔓系A 0．0039．89
データが集積されてきている。
　今回原産地推定を行った方法は、これまで北海道で行
われることの多かったフィッション・トラック法、機器
中性子放射化分析法に比較してはるかに安価（機器購入
の際には費用が必要）であり、測定時間も短い。今後は
蛍光X線分析装置（EDX）による原産地推定のデータ
を集積するとともに、プリモスキー（沿海）地方や北方
諸島における考古遺跡の国際的な調査が必要となろう。
　このうち、フィッション・トラック法、機器中性子放
射化分析法のいずれも、遺物の破壊を必要とすること、
測定試料が放射化されること、分析装置が大掛かりで多
大の費用と時間がかることから、原産地推定に必ずしも
相応しい方法とは言えない（杉原・小林2008）。
　今回、船木鐵太郎コレクショソの黒曜石製遺物につい
て、蛍光X線分析装置（EDX）による原産地推定を行
ったところ、すべて白滝地区産であった。
2．黒曜石の伝播経路
　宗仁遺跡と本斗遣跡はともに、白滝地区の黒曜石原産
地から、直線距離にして250～300kmある。
　最終氷期（酸素同位体ステージ2）において、北海道
とサハリソ島南部との間の宗谷海峡、サハリソ北西部と
アジア大陸との間の間宮海峡には陸橋が形成されて、北
海道から沿海州地方とは900～1，000kmに及ぶ陸上の通
路が成立し、この通路を伝わり人類（ホモ・サピエンス）
と動物の移動が行われたと考えられている。しかし、石
器時代における運搬経路として、石材やその加工品など
を運搬対象にした場合、海路または海岸沿いのルート、
あるいは河川伝いのルートが利用されたのではないだろ
うか。最終氷期の海面低下期において、陸橋が形成さ
れ、陸地の面積の拡大することによって、確かに人類や
大型動物の移動を可能にした。だが、起伏のある陸上地
形は、物資の移動にとってむしろ障害となったと考えら
れる。その後の後氷期には、海面上昇により、北海道・
サハリソ島は大陸と分離したが、このことが、かえって
海上ルートを利用した黒曜石の流通を盛んにしたと考え
られる。このため、サハリン島における遺跡は、内陸地
帯より海岸沿いの地帯に多く分布しているように見える。
　宗仁遺跡の遺物は宗仁式・続縄文～オホーツク文化
期、本斗遺跡はオホーック文化期で、いずれも海面上昇
によりサハリン（樺太）島と北海道本土との間には宗谷
海峡が広がり、現在とほぼ同じ海況にあったと考えられ
る。海氷の到来する冬季は別として、大陸と北海道本土
との間の黒曜石交易の回廊であったサハリソ（樺太）島
と沿岸海域は現在よりも盛んに「人」と「物」の流通が
舟や筏を使用して行われたであろう。
あ　と　が　き
　これまでは、海域や海峡の存在は石器時代における交
易関係に障害となったとする考えが支配的であり、陸橋
の成立が「人」と「物」の移動を促進したとする考えが
大勢である。日本列島に人類が始めて渡来したのは、酸
素同位体ステージ3期で、この時期は最終氷期の最海
面低下期以前にあたる。すでに30，000年前の旧石器時代
において、伊豆諸島神津島の黒曜石が約60kmの海域を
越えて本土に搬入されていることや、その後の伊豆諸島
と本土との交易関係からみて（杉原・小林2008）、海域
の拡大が、むしろ流通経路や流通圏の拡大を促したので
はないか。
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